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古今和歌集1100年 熊本フォーラム

森 正人

しょうけい

部・教育学部、熊本県立大学文学部、尚iW1大学文

学部の教員たちです。

催しの趣旨は、古今和歌集とその享受の歴史に

関する学術的な整理を行い、古今和歌集が生み出

した学芸と文化について知識を広げ、深めるとと

もに、その成果を大学教育に活かし、平易なかた

ちで広く市民に提供するところにあります。

今年は、古今和歌集が編纂されて1100年、新古

今和歌集が編纂されて800年という、大きな節目

の年に当たります。古今和歌集は最初の、新古今
ちょくせん

和歌集は８番目の勅撰和歌集です。勅撰ﾎﾟﾛ歌集と
アンソロジー

は、天皇の命令によって編纂されるﾎﾟﾛ歌の詞華集
だし､ご

で、醍醐天皇の命lこより延喜５（905）年に成っ
しんしよくこきん

た古今ﾎﾟﾛ歌集から、文安元（1433）年の新続古今

和歌集まで、２１もの集が編まれています。総称し

て二十一代集という勅撰和歌集のなかで、文学的

な達成度も最も高く、文化史的意義も大きい歌集

の編纂の年から数えて1100,800という歳月を刻

んで今年に至ったというわけです。

この記念すべき年に当たり、昨年から各地のい

くつかの機関や施設で古今和歌集と新古今和歌集

にちなむ研究集会や展示などの催しが行われてい

ますし、また計画されていると聞きます。文学関

係の雑誌でも特集が組まれています。

こうしたなかで、私たちも「古今和歌集1100年

熊本フォーラム」という催しを企画しました。

私たちというのは、熊本市内の大学で日本古典文

学の教育と研究にたずさわっている、本学文学

』
主要な催しと日程は次の通りです。

１１月４日（金）～６日（日）

貴重資料展（熊本大学附属図書館）

１１月４日（金）１３時～
ひこう

ﾎﾞﾛ歌の披講に関する解説と実演および学生に

よる研究発表（熊本県立大学）

１１月５日（土）

１０時30分～
ふきこ

安永蕗子氏(こよる講>舅（総合女性センター）

１３時～

古今和歌集とその享受をめぐるシンポジウム
しゅうほう

および狩野誘鵬目而による能「井筒」の上演

（総合女性センター）

１１月６日（日）１３時～

古今集時代の和歌に関する講演（熊本大学附

属図書館）

』

ヘ

附属図書館の貴重資料展は、本学に寄託されて
えいせい

いる細)11家の永青文庫の古今和歌集とその享受に

関する資料を中心に展示します。熊本県立大学で
うたかいはじめ

行われるﾎﾟﾛ歌の披講とは、宮中の歌会始の儀式な

どで行われる和歌を読み上げる作法について、東
かねちく

京聖徳大学の青柳隆志氏と早稲田大学の兼築信イテ

氏の解説で学び、これを実際に体験しようという

ものです。５日（土）に総合女性センターで講演

２
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してくださる安永氏は「椎の木」を主宰する歌
さた

人、「井筒」を舞われる狩野RmIま喜多流の名手、と

もに熊本が宝とすべきお二人です。シンポジウム

は熊本県立大学の鈴木元氏が司会を、青柳隆志

氏、お茶の水女子大学の浅田徹氏、星美学園短期

大学の高野晴代氏が講師を務めます。また、６日

(土）の附属図書館での講演は私が行います。

熊本フォーラムはこれだけではありません。１０

月に県民交流館パレアを主要な会場として、古今

集とその享受に関する４回のプレセミナーを行い

ます。講師は鈴木元氏、県立大学の山崎健司氏、
〈たみ

本学教育学部の小川幸三氏、尚$'１１大学の久多美健

氏が担当されます。

ここで、古今和歌集と新古今和歌集を記念する

催しがすでにいろいろなところでいくつも行われ

ているというのに、なぜことさら熊本でも行う必

要があるのかという疑問を持たれる方もありま

しょう。私たちは、この熊本で行う意味は大きい

と考えます。このことを理解していただくには、
ひもと

古今ﾎﾟﾛ歌集の享受史を繕かねばなりません。

古今和歌集は、最初の勅撰和歌集として後代の

勅撰集や和歌の規範となりました。そればかりで

なく、季節感、自然観、恋愛表現など王朝的美意

識の基盤となり、その上に文学のみならず、さま

ざまの芸術が華開きました。やがて、古今和歌集
カノン

は単なる古典というより'よ、聖典としての位置を

占め、古今和歌集に関する学問は特定の人にしか

伝えることを許さない秘説を生むようになりまし
こきんでんじゆ

た。古今伝授と呼ばれます。

その古今和歌集に関する秘説を受け伝え、授け
ふじたか ゆうきい

た－人が細｣Ⅱ藤孝（号は幽斎、1534-1610年）

で、肥後細川家の初柤です。その幽斎が書写した

本を含む細川家の蔵書が永青文庫で、本学に寄託

されています。つまり、本学附属図書館の図書は

古今和歌集の享受史に大きな位置を占めているの

です。

古今和歌集は、日本の伝統文化の源泉としてた

しかに大きな役

割を果たしまし

たが、それは一

面日本人の発想

や感性を呪縛し

てきたとも言え

ます。たとえばく

明治に入って短

歌革新の旗手と

なった正岡子規
つらゆき

'よ､｢貫之は下手

な歌よみにて古

今集はくだらぬ
これありそうろう

集Iこて有之候」
あた
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文学部長・教授

主著：「今昔物語集の生成ｊ

和泉書院１９８６

「東アジアの文化構造」

九州大学出版会１９９７

！）

ｴノ

る書｣）と酷評

します。これが行き過ぎたものであるとしても、

このような激しい否定の言葉を必要とするほど、

古今和歌集の権威は高かったということです。と

すれば、現代の日本人もまた、古今和歌集的なも

のの見方や感じ方を知らず知らずのうちに受け継

いでいるのではないでしょうか。

このような意味で、今、熊本で古今和歌集につ

いて知ること、その享受の歴史を振り返ってみる

ことは、日本の伝統文化の源流の一つを尋ねるこ

とであり、その流れを汲む熊本の文化について知

ることであり、そして、現代の私たち自身につい

て省みることにほかなりません。

プレセミナー、図書館の展示、講演、シンポジ

ウムのどれか１つでも結構です、ぜひ足を運んで

ください。

し

【表紙の言葉】

今号の表紙は附属図書館蔵松井

文庫「古今和歌集｣(箱入）です。
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